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1 ．はじめに
2017年度の外国人留学生数は，26万7,000人に達し，

日本政府は「留学生30万人計画骨子」（文部科学省 

2008）のもと，留学生の受入をさらに積極的に進めている．

一方で，急激な留学生の増加や多様化により，日本

語未習者や日本に対する知識があまりない学生も留学

生として来日するようになり，日本で様々な課題に直

面しながら生活をしている．日本学生支援機構（2016）

によれば，直面している課題を順に挙げると，「物価

が高い」，「生活習慣の違い」，「日本語の習得」，「住居・

宿舎探し」，「日本人との交流機会がない」がある．近

年，各教育機関では，そういった学生たちをどのよう

に支援していくかが課題の 1 つとなっている．

日本語や日本文化にこれまであまり触れたことがな

い学生でも，スムーズに留学生活を始められるように

する目的で，本学では2016年度に国際学士コースの新

留学生を対象にサバイバル日本語講座を試行した．そ

れを踏まえ，2017年度に全学に規模を広げ，本格的に

実施した．本稿では，2016年度の実施で残された課題

やその後に実施した留学生生活実態調査の結果，追加

の留学生聞き取り調査，留学生課スタッフへの聞き取

り調査の内容を踏まえ，さらに改良を加えて行った

2017年度の実践に関して報告する．2017年度の実施後

に参加者を対象に行ったアンケート， 1 学期終了して

から追跡調査として行ったアンケートをもとに，2017

年度の実施に関して振り返り，次年度以降の実践につ

なげていくことを本稿の目的とする．

2 ．東北大学の留学生：増加と多様化
本学の留学生数は増加の一途で，10年で約 2 倍とな

り，2018年 5 月の時点で2,089名の留学生が在籍し，

全学生の11％を占めている．（東北大学グローバルラー

ニングセンター 2018）．出身国・地域に関しては，

84%がアジアからの学生で（図 1 ），うち中国からの
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本稿では，2017年度より本格実施を開始したサバイバル日本語講座の実践について報告する．東北大学は，留学
生の急激な増加，多様化に直面し，日本語未習者や日本に対する知識があまりない学生も増えていることから，そう
いった学生に対する来日後の支援が急務となっている．本学では2016年度にサバイバル日本語講座を試行し，2017年
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から行ったアンケートによると，全体的な満足度は非常に高かったが，日本人学生とのさらなる交流や，キャンパス
ツアーの内容，募集方法，既存の支援やサービスの周知方法に関して課題が残されていることが明らかとなった．

図1.　東北大学留学生の出身地域（2018年5月現在）
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学生が1,234名（59%），次いでインドネシアからの留

学生が151名（7.2%），韓国からの学生が127名（ 6 %），

タイからの学生が63名（ 3 %），台湾からの学生が59

名（2.8%）となっている．身分別に見ると，大学院生

が全体の53%を占め，うち理系の大学院生が36%であ

る（図 2 ）．

留学生を対象としたプログラムの多様化も進んでい

る．例えば，教授言語を英語とした学位取得プログラ

ムは，大学院は2004年から，学部は2011年から開始さ

れ，2018年 5 月時点で18コースに535名が在籍してい

る．協定校とのダブルディグリー・共同教育プログラ

ムは，2005年国立応用科学院リヨン校から始まり，現

在はフランス，中国，スウェーデンの 8 校と覚書を交

わしており，それらの大学から本学に学生が派遣され

ている．学術交流協定校向けの英語による交換留学プ

ログラムの参加者も2011年には73名だったのが，2018

年で252名と約3.5倍になっている．本学は，36カ国，

229機関と大学間の学術交流協定を持ち，部局間協定

に関してはその数は60カ国497機関に上っている．こ

れは国立大学では最大規模で，これが交換留学生の出

身国・地域の多様性を生んでいる．

このような多様なプログラムやコースの開講，協定

校の拡大によって，日本語や英語の言語運用能力，文

化背景，生活習慣，年齢，日本文化理解度，目的，日

本滞在歴，日本滞在予定期間，経済状況などにおける

留学生の多様化が一気に加速している．

3 ．サバイバル日本語講座の試行
急速な留学生の増加と急激な多様化によって，日本

での生活・文化に馴染みのない留学生が増えてきたこ

とから，新しく本学に入学した留学生の生活や文化へ

の適応を促進する目的で，2016年度よりサバイバル日

本語講座を来日直後に開講した．

2016年度の「サバイバル日本語講座」では，他大学

での取り組みや，在日外国人の日本語使用について調

査した国立国語研究所（2009）を参考にし，次のよう

な方針を立て実施した．詳しくは島崎他（2017）を参

照されたい：

• 日本語だけではなく日本や仙台での生活に関する

情報を提供し，さらに実際の生活につながるような

実践を組み込む；

• 国立国語研究所（2009）の調査結果のうち多くの人

が「できるようになりたい」と答えた項目を中心に，

生活をする上で最低限必要なトピックを取り扱う;

• 日本人学生と知り合う機会，交流する機会を設ける;

• 予備教育や入学前準備教育や学期を通したコース

ではなく，あくまでも短期間で完結するサバイバル

日本語を提供する．

東北大学の2012年の留学生の生活実態調査（東北大

学 2013）で，東北大学への留学を準備していた時に

日本や仙台での生活に関する情報がもっとあればよ

かったと半数の学生が回答していたことから，仙台で

学生生活を送る上で必要な情報提供を行うことにし

た．また愛媛大学での実践（向井他 2004）を参考にし，

教室での学習と実践を組み合わせることにしたが，既

存の教材を使うのではなく，仙台の街や参加学生に合

わせて教材を作成し，カリキュラムの中に実際の活動

を入れ込むような形でデザインした．参加学生が授業

後すぐにでも使える日本語や知識を提供するため，で

きるだけ彼らが遭遇する状況や場面を用いて学習する

ということを考えたからである．

この講座を試行した国際学士コースの学生たちは，

2 年間必修の日本語科目があり，体系的に日本語を学

ぶ機会があるので，扱う項目に関しては，国立国語研

究所（2009）の調査結果のうち多くの人が「できるよ

うになりたい」と答えた項目を中心に，生活に最低限

必要なトピックを取り扱うこととした．國頭（2013）

であるような「その場を切り抜ける」ためのもので，

図２.　東北大学留学生の身分・所属（2018年5月現在）
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国際学士コースの学生の生活の「場面」で役に立ち，

かつ短期間で習得できるものとし，文法や語彙の積み

上げを意識しないこととした．また国立国語研究所

（2009）の調査結果の中には，学内で英語対応が可能

なものもあるので，それも除いた．

本学で2012年に実施した留学生の生活実態調査（東

北大学 2013）の結果にもあったように，留学生は日

本人学生との交流を強く希望しているのにもかかわら

ず，実際はそれが叶っていないという実態，そしてこ

の講座を試行した国際学士コースの性質上，なかなか

日本人学生との交流の機会がないことから，このプロ

グラムの中で日本人学生との交流の機会を設けた．た

だ交流の時間を作るというのではなく，意味のあるや

りとりを留学生と日本人学生の間で起こすために，

様々なタスクを与え，それらを協働で行える形とした．

このプログラムは，予備教育や入学前準備教育では

なく，あくまでもサバイバル日本語や生活する上での最

低限の知識や情報を身につける機会を提供することを目

的とした．既に述べたように学期が始まってから正規の

日本語科目を履修するので，最低限の事項を短時間で

修了できることとした．日本語が上達するまでの間も，

仙台で生活し，東北大学に通わなければならないので，

カリキュラムに組み込まれている日本語科目とは別にサ

バイバルするための日本語をこのプログラムでは提供す

ることにした．これらの方針を受けて，表 1のスケジュー

ルのような学習項目を立て講座を実施した．

2016年度の試行は，参加者から高い満足度と評価を

受けた．参加者25名全員が回答したアンケートによる

と，15名（60%）の学生は大変良かったと答え，10名

（40%）の学生は良かったと答えている．その理由と

しては，今後の大学生活に役に立つ内容だった，仙台

で生活をする上で重要な情報を得ることができたとい

うコメントが多かった．それぞれの内容に対する満足

度も高かったことから，内容に関しては参加者のニー

ズを十分満たしていたと考える．ただ公共交通機関の

使い方に関しては，仙台の地下鉄の仕組みやバスの乗

り方の英語での説明に大半の時間を割いたが，実際は

自分が大学や仙台駅に行く際に乗車するバスの番号さ

え覚えてしまえば，バスの日本語の表示を見たり，日

本語で周りの人に聞いたりする必要はない．そこで，

このコンテンツは必要な内容であるが，サバイバル日

本語を学ぶ要素があまりないので，次回は異なる形態

での実施を検討するべきということが課題として残さ

れた．

2016年度の試行段階では国際学士コースの学生たち

を対象とし実施したが，2017年度の実施にあたっては，

それ以外の学生たちにも範囲を広げ，さらに多くの多種

多様な留学生のニーズにあったプログラムを実施してい

表1.　2016年度のサバイバル日本語講座スケジュール

日時 内容
9 月21日（水） 入寮開始・入寮オリエンテーション
9 月22日（木）
9 月23日（金） 9:30-15:30FGLオリエンテーション 1

15:30-16:30　サバイバル日本語講座①
＜仙台のバス・地下鉄, 交通系ICカー
ドの使い方・購入, 自分たちで帰宅（バ
ス）＞

9 月24日（土）
9 月25日（日）

＜課題：公共交通機関で街に出る＞

9 月26日（月） 10:00-12:00　サバイバル日本語講座②
＜あいさつ，自己紹介，書類の記入の
仕方＞
13:30-15:30　FGLオリエンテーション2

9 月27日（火） 午前中-14:00　区役所・銀行口座の開設
15:00-16:00　サバイバル日本語講座③
＜具合が悪くなったとき＞

9 月28日（水） 10:00-11:00　サバイバル日本語講座④
＜緊急時の日本語＞
11:00-12:00　日本人学生と減災アク
ションカードゲーム1）

12:00～14:00　日本人学生と昼食・川内
キャンパスオリエンテーリング
14:00～銀行口座の開設

9 月29日（木） 10:00-12:00　サバイバル日本語講座⑤
＜買い物の日本語，スーパー・コンビ
ニについて＞
12:00～15:00　日本人学生と昼食・街に
出て買い物・お店を紹介してもらう
15:00～　銀行口座の開設

9 月30日（金） 午前中-11:30　学部によるオリエン
テーション
12:00-12:30　入学式
12:30～15:00　Welcome Lunch & ラボ
ツアー　または　日本人学生と学食で
昼食・青葉山キャンパスツアー
15:00～銀行口座の開設

*グレーでハイライトされた部分を本講座では担当した．
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く．そのためには，2016年度に残された課題の改善し，

かつ2016年度に全学規模で実施した留学生生活実態調

査の結果などを参照した上で，東北大学の留学生の困

難点や問題などの実態をより反映させる必要がある．

4 ．留学生の生活実態
4.1　留学生生活実態調査から

本学の留学生数の大幅な増加，多様化が進んでいる

ことを受け，2016年12月から2017年 1 月にかけて留学

生の生活実態を把握するべく全学規模の留学生生活実

態調査を実施した（東北大学 2017）．2016年11月時点

で本学に在籍していた留学生2,161名を対象とし，日

本語・英語でウェブアンケートを実施した．回答者数

は605名で，回収率は28.0%，留学生の身分や所属学部・

研究科によって回答率にばらつきはあるものの，出身

国地域は本学の留学生の構成をほぼ反映していた．こ

こでは，調査の中から 2 点に関して取り上げる．

まず，日本語学習に関して，約半数の留学生が日常

生活で日本語を使っているのにもかかわらず，初級～

初中級レベルに留まり，90%以上の学生が日本語クラ

スの履修を望んでいるのにもかかわらず，その半数し

かそれが叶っていないという大変厳しい実態が明らか

となった．大学生活で日本語を最も使用している留学

生は37.2%，日常生活で日本語を最も使用している留

学生は47.4%で，30.7%の留学生が日本語は初級レベ

ルで日常生活の生活場面で必要最低限の会話，読み書

きができると答え，日常生活の生活場面で簡単な会話

読み書きができる初中級と答えた留学生は22.6%で

あった．そして，日本語を学びたいとする留学生は

90%以上いるにもかかわらず，実際に日本語のクラス

を履修している留学生は約半数（47.8%）にとどまっ

ている（図 3 ）．特に博士課程前期・後期の大学院生

でその傾向が顕著である．自由記述に「多くの日本語

のクラスは日本語履修を想定されている文科省奨学生

や交換留学生向けに午前中の開講で設定されている．

より長く日本に滞在するだろう博士課程の学生向けに

夕方のクラスの開講を希望する」という回答があった．

日本語のクラスの時間割の都合上履修できない学生が

一定数いることが推測される．

またこの留学生生活実態調査から，彼らの交友関係

の狭さ，特に日本人学生との関係の希薄さも浮き彫り

になった．学内の親しい日本人の友人がゼロと答えた

留学生は23.1%，学外に関しては43.3%で，半数弱の学

生がゼロと答えている．またこれまでに学内でどのよ

うな時に日本人と交流したかという設問に対し，「あま

り交流したことがない」と答えた留学生が13.1%もい

た．最も多かったのが「研究室・ゼミ」で73.1%，続い

て「授業」が45.6%であった．また日本人学生との交

流希望に関する質問では，「もっと交流したい」と答え

た留学生が全体の80.3%を占め，交流がしたいのだけ

れども，交流活動の中心が研究室やゼミ，授業であり，

私生活での友人関係になかなか発展していないことが

推測される．また約 8 割の留学生が日本人とのさらな

る交流を希望していることが分かった．また日本人学

生との交流が活発になることで，学生間の支援が成り

立ちやすくなり，留学生が挙げている困難点や問題で

も日本人学生の力を借りて解決できる可能性がある．

4.2　留学生聞き取り調査から
留学生のさらなる生活実態，特にどのようなことに

困難を感じているのかをより詳しく知るために2018年

2 ～ 6 月に聞き取り調査を実施した．この調査では，

89名に対し，グローバルラーニングセンターの学生ス

タッフが中心となり，半構造化インタビューを行った．

調査に協力してくれた留学生の内訳は表 2 ， 3 の通り

である． 

来仙直後に問題があったと述べた学生は，89名中67

名で，困難に感じた内容は以下の通りである．ここで

は，生活面，対人面での困難点を挙げる（表 4 ， 5 ）．

図３.　東北大学留学生の日本語履修
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また現在困っていることに関しても，聞き取りを

行った．89名中51名が現在困難に感じていることがあ

ると述べている（表 6 ， 7 ）．来仙直後に比べて少な

くなっているが，依然として困難に感じていることは

あるようである．

来仙直後と現在の困難点を比較すると，類似したも

のが多く，来仙直後にそれらの困難点を克服できる支

表２.　調査協力者の所属学部・研究科

工学部 9 名 工学研究科 7 名

文学部 9 名 法学研究科 5 名

経済学部 6 名 経済学研究科 3 名

法学部 4 名 教育学研究科 3 名

農学研究科 3 名

表３.　調査協力者の国籍

中国 22名 アメリカ 5 名

インドネシア 15名 ベトナム 4 名

韓国 7 名 タイ 3 名

ドイツ 7 名 インド 3 名

表４.　来仙直後の困難点＜生活面＞

アパート探し 希望の価格での物件探し
手続きの流れがわからないな
ど
専門用語がわからない

携帯電話 契約の煩雑さ
未成年者の場合，保護者サイ
ンが必要
クレジットカードがなければ
携帯電話が契約できない，携
帯電話がなければクレジット
カードが契約できない

銀行 来日直後２週間銀行口座がな
く，多額の現金を預けられな
かった
フォームの記入

郵便 日本語での住所の記入
クレジットカードの作成

クラブ・サークル情報 情報があまりない
公共交通機関 どのバスに乗ればいいのか分

からない，どこで降りればい
いのか分からない
バスの時刻表がわからない

医療 薬局に行っても症状が日本語
で説明できないので適切な薬
が購入できない

区役所手続き 住民票の手続き
マイナンバーや年金のシステ
ム
国民健康保険のことがよくわ
からず，払い込みができな
かった

その他 方言が理解できない
ゴミの分類
日用雑貨や家具，自転車をど
こで買えばいいかわからない

表５.　来仙直後の困難点＜対人面＞

言語 日本語での友人とのコミュニ
ケション
自分の日本語が通じるか不安

対人関係 新しい環境への適応
日本での友達の作り方が分か
らない
寂しい，ホームシック
クラブ・サークルへの参加
カルチャーショック
友人や先輩など頼れる人を探
すこと

表６.　現在の困難点＜生活面＞

携帯電話 契約の変更や会社の変更
銀行 通帳の更新の仕方
医療 病院に行ったが医師が英語が

話せず，どのように薬を服用
したらいいか分からなかった
体調が悪くなった時病院に行
くのが大変だった

住居 手頃な価格で外国人を受け入
れてくれるアパートを探すこ
と

区役所手続き 年金のシステムに関してよく
分からない
マイナンバーの更新の仕方

アルバイト 日本語が分からないとアルバ
イトを探すのに苦労する

表７.　現在の困難点＜対人面＞

対人関係 疎外感を感じる
日本人学生ともっと関わりた
いが，日本人学生は留学生と
話したくなさそう
ホームシック
友達が少なくて週末が寂しい

※言語の問題に関しては，より学業や研究の面に関わ
るものが多くなっており，日本語でのレポートの書き
方などが挙げられている．
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援があれば，その後の学生生活をよりスムーズにでき

るものと考えられる．

4.3　留学生課スタッフへの聞き取り調査から
留学生課のスタッフは，留学生が困ったことがあっ

た際にまず最初に相談されることが多い．また留学生

が問題を抱えてしまった際に関係部署から相談が入る

ところでもある．そこで2017年 5 月12日に留学生の寮

の窓口になっている部署の係長と担当係員に聞き取り

調査を行った．寮を担当しているスタッフに調査した

理由は，寮に入るのは入学して間もない留学生たちば

かりであり，彼らの生活での困りごとの情報収集をす

るのに最適な場だと考えたためである．

本学の留学生課のスタッフによると，学生寮でよく

起こるのはゴミの問題で，分別の問題や管理の問題が

特に多く，学生間でのトラブル，寮の管理者と学生と

のトラブルになりやすいようである．寮の備え付けの

家電製品の使用についても，問題になることが多い．

誤った使い方をして事故を起こした事例もあるようで

ある．また交通ルールに関しても，よく問題になるこ

とが多いようである．寮の周りは道幅が狭いことも相

まって，日本の交通ルールと母国の交通ルールの違い

を十分に理解していない留学生が交通事故を起こした

り，歩いている子どもとぶつかってしまったりという

ことが起きているという．

4.4　カバーするべき点のまとめ
ここまで，2016年度に試行したサバイバル日本語講

座で残された課題，本学での留学生生活実態調査と追

加で実施した留学生への聞き取り調査，留学生課ス

タッフへの聞き取り調査について概覧した．ここで，

留学生が来仙直後にどのような情報や研修を必要とし

ているのかについてまとめる．そして2016年度に試行

したサバイバル日本語講座の内容，学内に既にある

サービスや支援と照らし合わせながら，さらなる支援

が必要と考えられる事項について整理する：

　

• 日本語学習の機会の提供

留学生生活実態調査で 9 割の学生が「日本語を学

びたい」と答えているのにもかかわらず，その半数

しか日本語のクラスを履修できていない実態の改善

策として，既存の日本語のクラスにさらに選択肢を

プラスして提供することが考えられる．特に夕方の

時間の開講が必要で，この生活実態調査実施以降に，

日本語初心者向けのサバイバル日本語クラスが夕方

の時間に開講されるようになったが，新学期に遅れ

てくる学生を考慮し，第 2 クォーターと第 4 クォー

ターでの実施となっており，入学直後の支援が不足

している状況である．新学期早々に夕方の時間帯に

開講する日本語講座が必要であると言える．

• �日本人学生との交流機会の提供，日本人学生と

関係性を築く支援

留学生生活実態調査によると，日本人学生との交

流機会が研究室やゼミ，授業など正課内ものが多く，

課外での交流が十分に行われておらず，留学生の 8

割が「日本人学生ともっと交流したい」と答えてい

る．日本人学生とつながりを持つことで，留学生が

抱えている困難点を日本人学生の支援を受けて解決

できる可能性がある．2016年度の実施では，日本人

学生とともに街ツアー，キャンパスツアー，地震に

関するワークショップを実施した．単なる交流会で

はなく，共に活動に参加することでより親睦を深め

ることが期待でき，キャンパス外での活動が含まれ

ることで授業や研究室などに留まった関係ではな

く，より個人的な関係性を築きやすいのではないか

と考えられる．2016年度に引き続き，キャンパスツ

アー，地震に関するワークショップを実施すること

にした．街ツアーについては後述する．

• アパート探しの支援

日本学生支援機構（2016）の全国調査でも挙げら

れており，本学で追加実施した留学生への聞き取り

でも，留学生から挙げられた問題として，住居の問

題がある．本学の留学生が入居できる学生寮は，生

活実態調査を実施した時点では数が限られており，

居住できる期間も原則 1 年と決められていたため，

入学直後は寮に入れたとしても，在学中に寮を出て

アパートを探さなければならない．手続きの問題や

用語の問題など様々な困難点があるが，このアパー
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ト探しに関しては留学生課国際交流サポート室で年

に 2 回ワークショップを実施し，支援を行っている．

そのため，サバイバル日本語講座での支援は不要で

あると判断した．

• 各種手続きの支援

日本で生活していく中で様々な手続きが必要にな

る．携帯電話の契約や銀行口座開設の際の申込書，

郵便局での住所の記入など，自分の名前や住所を書

く場所を見つけ，そこに漢字で記入できるようにな

る必要がある．2016年度に引き続き，フォームの書

き方についての内容を取り入れることとする．

• クラブ・サークル活動参加の支援

留学生への追加の聞き取り調査の中で情報があま

りないと言われていたクラブ・サークル活動に関し

ては，グローバルラーニングセンターの学生スタッ

フたちが情報をまとめて冊子を作成しており，本学

にあるクラブ・サークルの一覧と留学生を受け入れ

る用意があるサークルの連絡先，活動場所が記して

ある．さらに見学したいときにどのようにメールを

書いたら良いかなどのサンプルもついており，非常

に実践的なものになっている．そのためこの講座で

の取り扱いは不要と判断した．

• 公共交通機関の利用方法の情報提供

公共交通機関の利用方法の情報提供について留学

生への聞き取りで困難を感じていることの 1 つとし

て挙げられていたが，2016年度の実施を踏まえ，講

座の中ではなく，分かりやすい説明を教材の中で提

示することとした．

• 症状の説明の支援

症状の説明の支援については，留学生の聞き取り

で挙げられていたが，2016年度の講座にすでに導入

しており，引き続き講座の中で扱う．

• �国民健康保険や年金の仕組み，マイナンバーに

関する情報提供

国民健康保険や年金の仕組み，マイナンバーに関

する情報提供は，留学生への聞き取りで挙げられて

いたが，新入生のすべての留学生を対象としたオリ

エンテーションで配布される留学生ハンドブック，

本学が運用しているウェブサイト「TU support」

（http://sup.bureau.tohoku.ac.jp/index.html）の中に

詳しい情報提供がされており，今回の講座の中での

説明は不要であると判断した．

• ゴミの捨て方

留学生への聞き取り調査，留学生課スタッフへの

聞き取り調査で挙げられている項目である．生活の

中で必ず必要な知識であることから，2017年度の講

座から導入することとした．

• 生活用品の購入場所

留学生の聞き取りで挙げられていた生活用品の購

入場所に関しては，街ツアーの内容を工夫し，留学

生が日常的に使うものをどこで購入できるか知るこ

とができるツアー内容にすることにする．2016年度

も日本人学生が街中を案内する機会を設けている

が，特に何を紹介するという指示はしていないので，

案内する日本人学生の裁量に任されている状態で

あった．2017年度は仙台ツーリストインフォメー

ションデスクの協力を得て，生活をする上で必要な

場所を日本人学生と一緒に訪れる形でのツアーとす

る．

• アルバイト探しに関する支援

留学生の聞き取りで挙げられていたアルバイト探

しに関しては，アルバイトの見つけ方や電話のかけ

方，面接の仕方などを扱った留学生向けの講座を

2015年度に開講したことがあるが，全学で16名とい

う少ない申込数で，さらに実際に講座に参加したの

は毎回 5 ～ 6 名程度であった．途中でアルバイトを

見つけるのに成功した学生はそれ以降講座に参加し

なくなり，最後まで毎回出た学生は 2 名のみで，全

学的に学生のニーズはさほどないように感じられ

た．そのため，ここではアルバイト探しの支援は含

まないこととする．
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• 家電製品の使い方

留学生課のスタッフへの聞き取りで挙げられた家

電製品の使い方に関しては，現物を目の前にして実

施する必要があり，日本語講座として教室の中で実

施するには限界がある．寮などのオリエンテーショ

ンの中に組み込んでもらい，先輩学生が新しく入っ

てきた学生たちに教えるという方がより現実的で，

効果的だと思われる．寮でのオリエンテーションに

組み込んでもらえるように依頼した．

• 交通ルール

留学生課のスタッフへの聞き取りで挙げられた交

通ルールについては，来日間もない留学生が交通

ルールの違いに慣れておらず，トラブルや事故につ

ながってしまう場合もあることを踏まえ，ある程度

の情報提供の必要性があると考えられる．全新入留

学生が対象のオリエンテーションでも情報提供は

行っているが，夜間無灯火で自転車に乗らない，飲

酒した後に自転車に乗らないなど一般的なルール説

明に留まっており，他の国とのルールの違いなどに

は言及していない．留学生が戸惑いがちなところに

関して情報共有する必要性があると考えられる．

5 ．サバイバル日本語講座2017の実施概要 
5.1　参加者

2016年度の実施では，試行ということもあり，教授言

語が英語の国際学士コースの新入生を対象として実施し

たが，2017年10月より新しく入学したすべての留学生に

対象を広げて本格実施することとした．国際学士コース

以外の学生に関しては，学内で広く広報を行い募集した．

申込者は，国際学士コースの新入生28名とそれ以外

の留学生15名であった．うち，実際に参加したのは，

国際学士コースの新入生28名とそれ以外の留学生 2 名

のみであった．

　

5.2　プログラムスケジュール
2017年度も国際学士コースは，授業開始前の 9 月に

実施しているオリエンテーションに組み込み，それ以

外の留学生は授業開始後の10月に実施した．各スケ

ジュールは表 8 ， 9 の通りである．

5.3　実施形態
2016年の試行で作成した教材をもとに，仙台のロー

カ ル な 情 報 を 組 み 込 ん で『Tohoku University 

Survival Japanese』（島崎・渡部 2017）を出版し，こ

の講座に参加できなかった新入生も手にできるように

した．サバイバル日本語に関してはこの教材を使用し

ながら本学の日本語非常勤講師が実施した．

今回からの新しい項目であるゴミの捨て方，交通

ルールに関しては，仙台観光国際協会に依頼し，ワー

クショップを実施してもらった．同協会は仙台市内の

日本語学校でも同様のワークショップを実施してお

り，留学生が戸惑いやすい項目に特化して，実践的な

ワークショップになっている．仙台の街ツアーは，仙

台ツーリストインフォメーションデスクに依頼し，仙

台の街中で生活用品を購入できる店や携帯電話の契約

ができる家電量販店など新しく来た留学生が生活を始

表８.　2017年度国際学士コース新留学生用スケジュール

9/23（土） 10:00-12:00 サバイバル日本語①＜買い物，
レストラン＞
12:00-14:00 ボランティア学生と街中でラン
チ 
14:00-16:00 仙台の街ツアー

9/25（月） 10:00-12:00 サバイバル日本語②＜自己紹
介，書類記入＞
12:00-13:00 ボランティア学生と学食で昼食
13:00-14:00 ボランティア学生とキャンパス
ツアー
14:00-15:30 ゴミの捨て方・交通ルールワー
クショップ

9/26（火） 14:00-16:00サバイバル日本語③＜緊急時＞
9/28（木） 10:00-12:00 サバイバル日本語④＜災害＞

12:00-13:00 ボランティア学生と学食で昼食
13:00-14:00 ボランティア学生と減災アク
ションカードゲーム

表９.　2017年度国際学士コース以外新留学生用スケジュール

10/12（木） 16:20-17:50 サバイバル日本語①＜自己紹
介，書類記入＞

10/13（金） 16:20-17:50 サバイバル日本語②＜買い物，
レストラン＞

10/14（土） 10:00-12:00 仙台の街ツアー
10/16（月） 16:20-17:50 ゴミの捨て方・交通ルールワー

クショップ
10/17（火） 16:20-17:50サバイバル日本語③＜緊急時＞
10/18（水） 16:20-17:50 サバイバル日本語④＜災害＞
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める上で知っておいたほうが便利な店や場所を中心に

ツアーを実施してもらった．このツアーには日本人学

生も一緒に参加し，午前のサバイバル日本語のクラス

が終わり次第，大学から一緒に出発し，街中で昼食を

食べて，仙台の街ツアーに一緒に参加できるようにし，

留学生と交流が深められるようにした．キャンパスツ

アーに関しては，大学生活で必要不可欠な場所を巡れ

るようにキャンパス内で様々なタスクを課した．2016

年度のキャンパスオリエンテーリングを一部改良した

ものである．

6 ．アンケート結果
国際学士コース学生に関しては，28名の学生が参加

し，27名の学生がアンケートに回答した．しかし，10

月に実施したその他の新しく入学する留学生は，既に

述べたように，全学的に告知をしたにもかかわらず，

15名の申し込みしかなく，実際に参加したのは 2 名で

あった．最終日に参加したのは 1 名で，アンケートは

その参加者からのみの回答となっているため，ここで

は割愛する． 1 学期終了後のアンケートに関しては，

国際学士コースの学生28名中19名の回答であり，全員

の意見を反映しているものではない．これらのことか

ら，アンケートの結果はすべての参加者や対象となる

留学生のすべての意見が含まれているわけではないこ

とを最初に記しておく．

6.1　サバイバル日本語講座2017終了直後アン
ケート調査の結果
国際学士コース学生のこの講座に対する評価は，「大

変よい」が17名（63%），「よい」が 8 名（30%）と，「大

変よい」または「よい」と答えた学生が90%以上おり，

評価が大変高いことが分かる．理由として自由記述に

以下のようなことが挙げられている．代表的なものを

いくつか挙げる（日本語訳のみ記載，訳責筆者，括弧

内は筆者の加筆）：

• 同じプログラムの学生，他の留学生，日本人の

学生と友人になれたのでとてもよかったし，楽し

かった．

• 日本での新しい生活に慣れるためにとても役に

立つものだった．日本で生活するのに必要な最低

限の日本語をたくさん学ぶことができた．

• 先生は情熱をもって教えてくれたし，仙台での

生活や大学生活で必要不可欠な情報を得ることが

できた．

• 日本語を少し勉強することができたし，一番よ

かったのは，災害が起きたときにどうすればいい

のかが分かるようになったことである．

多くの学生が同じプログラムの学生，他の留学生，

日本人学生と友人になれたのがよかったというコメン

トを寄せている．次いで多かったのが，日本で生活す

るのに必要な最低限の日本語を学ぶことができたとい

う内容であった．

扱った内容で特によかったものや役に立ったものに

関する質問（複数回答可）では，以下の通りである：

挨拶  14名（52%）

フォーム記入  16名（59%）

買い物  19名（70%）

緊急時の対応  16名（59%）

災害  20名（74%）

キャンパスツアー  11名（41%）

減災カードゲーム  17名（63%）

その他    2名（  7%）

東日本大震災の影響もあってか，地震や津波，台風，

洪水などを扱った災害の回に対して役に立ったという

声が最も多かった．ついで，日常生活に直結した「買

い物」と答えた学生が多い．

扱った内容で特によくなかったものや役に立たな

かったものに関する質問（複数回答可）では，以下の

通りである：

挨拶    2名（  7%）

フォーム記入    5名（19%）

買い物    2名（  7%）

緊急時の対応    1名（  4%）

災害    2名（  7%）

キャンパスツアー    7名（26%）
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減災カードゲーム    1名（  4%）

その他    0名（  0%）

役に立った，あるいは役に立たなかった理由として，

明確な理由が示されたものはあまりなかったが，代表

的なものをいくつか挙げる：

• 災害に関する日本語，災害のときに取る行動に

ついて，減災アクションカードゲームのワーク

ショップは，危機管理の点からよかった．

• 買い物については役に立った．安い果物を買える

場所が分かった．数え方が分かったのがよかった．

• 全てよかった．

• フォームの記入は，既に必要箇所が大学のスタッ

フによって記入されていたり，学生スタッフが代

わりに記入してくれたりしたので，特に必要な

かった．

• キャンパスツアーはタスクをこなしていく形で

はなく，きちんと説明を聞きながら回りたかった．

来日して間もなくで，実際の生活が始まっていない

ため，漠然とした役に立ちそう，または立たなさそう

という感覚はあるが，明確な理由はなさそうである．

その一方で，最初の様々な手続きに関しては大学から

のサポートが得られていたので，フォームの記入の仕

方などは必要性が感じられなかったようだ．キャンパ

スツアーに関しては，こちらの意図としては必要な箇

所を漏れなく回ってほしい，日本人学生と一緒に活動

することで交流をしてほしいという意図でタスク形式

にしたが，学生としては各箇所で詳しい説明を聞きた

かったようである．

次に今年度から新しく取り入れた活動に関してみて

いく．街ツアーに関しては，「大変よい」が16名（59%），

「よい」が10名（37%）と評価が高い．理由としては

以下のことが挙げられている：

• 仙台で生活していく上で必要な場所をたくさん

知ることができた．

• どこで安く買えるのかが分かってよかった．

• 道をわかりやすく説明してくれたので，迷子に

ならなくて済むようになった．

• （日本人）学生がとても優しくてよかった．

多くの学生が街ツアーの中で，仙台で生活していく

上で必要な場所をたくさん知ることができたことに大

変満足していた．「あまりよくなかった」と答えた学

生は，この自由記述のところで体調不良だったからと

述べている．それ以外の学生は，内容に高い満足度を

示している．

ゴミと交通ルールに関するワークショップに関して

は，15名の学生（56%）が「大変よい」，10名の学生（37%）

が「よい」， 2 名の学生（ 7 %）が「よくない」と回

答している．その理由としては以下の通りである：

• 生活に不可欠なことなので，よかった．

• ゲームを取り入れてあったのでよかった．

• 長かった．

ゴミの分別に関して戸惑いを感じていた学生も多

かったようで，ゲームを通して分別に関する知識を深

めることができたのはよかったようだ．しかし，全体

的にワークショップが長かったことと，通訳を介して

の実施だったため，その点に関して間延びした印象を

持った学生もいたようである．

この講座を受講した理由（複数回答可）として，「日

本での大学生活に必ず必要な情報を得るため」が25名，

「他に授業している学生と友達になるため」が20名，「日

本人学生と友達になるため」が18名，「日本語の勉強

のため」が15名，その他が 1 名であった．今回提供し

た内容以外に含んで欲しい内容としては，以下のもの

が挙げられている：

• ハラルフードの入手方法

• 必ずしもここで提示した状況と同じわけではな

いから，応用が利くように基本的な文法事項を学

びたかった．

• 文法

• お互いに知り合うために日常会話

• レストランでのエチケットなどの日本での礼儀

作法に関して
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• 公共交通機関の乗り方

• 日本文化体験

• お金のやりくりの仕方

• 医療機関の受診の仕方

日本語の文法を勉強するなど体系的な日本語学習に

関する言及が幾つかあった．しかし，この学生たちは

学期中の授業の中で日本語を体系的に学ぶ機会がある

ので，ここではこのニーズには応えないものとする．

また高校を卒業したばかりで初めての一人暮らしする

学生も多いせいもあってか，自立して生活をする上で

必要な情報や，日本の文化に関する理解を深めたいと

いうニーズがあるようである．

また講座のセッション数，長さ，申し込み時期に関

しては 8 割以上の学生が適切だったと答えている．そ

の他の感想，コメントとして参加者からあったものは

以下のようなものである：

• 初めて日本に来た人にはとても役に立ついいプ

ログラムだった．

• 日本人ともっと交流できるともっとよかった．

• 新しい友人とより仲良くなれるいい機会だった．

• とてもいいプログラムだったので，後輩たちに

もぜひ続けてほしい．

多くの学生から非常にポジティブなコメントがあ

り，満足度の高さがここからも伺うことができた．

6.2　学期終了後アンケート調査の結果
1 学期間生活をしてみて，サバイバル日本語講座は

実際の学生生活で役に立ったのかについて調査するた

めに，参加者である国際学士コース学生を対象に追跡

アンケート調査を実施した．

大学生活の最初の 6 ヶ月のうちで，サバイバル日本

語講座がどれくらい役に立ったのかという質問では，

「大変役に立った」と回答したのが 6 名（32%），「役

に立った」と回答したのが13名（68%）であった．

サバイバル日本語講座の内容で特に役立ったと思う

ものに関しては，以下のような回答が得られた：

挨拶  10名（53%）

フォーム記入    9名（47%）

買い物  13名（68%）

緊急時の対応    6名（32%）

災害    6名（32%）

キャンパスツアー  11名（58%）

減災カードゲーム    4名（21%）

ゴミと交通ルールに関する
    1名（  5%）
ワークショップ

街ツアー  14名（74%）

その他    2名（11%）

一方，「役に立たなかった」と感じているものに関

しては以下の通りである：

挨拶    1名（  5%）

フォーム記入    7名（37%）

緊急時の対応    2名（11%）

災害    4名（21%）

減災カードゲーム    4名（21%）

街ツアー    1名（  5%）

なし（全て役に立った）    4名（21%）

講座終了直後に比べると，災害や緊急時の対応など，

6 ヶ月の間に使用する機会がなかったであろうものは

役に立たなかったと評価している傾向にある．また買

い物や街ツアーなど学生の生活に直結している部分で

は，他のものに比べ，役に立ったと評価されている傾

向がある．また日本人学生と関わりがあるものに対し

て役に立ったと答えている学生が増えている．サバイ

バル日本語講座で知り合い，そこから日本人学生との

仲が深まっていったためと考えられる．

自由記述のところで以下のように述べられていた．

一部紹介する：

• （サバイバル日本語講座は）毎日の生活に関係が

あって，だからこそよく使われることについて

だったから．

• 2 回目に同じ場所を見つけ出すのに時間がかかっ

たけど，街ツアーはいろいろな場所を知ることが
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できたのでとてもよかった．

• 仙台について紹介してもらえたのがよかった．

• 街ツアーでは，仙台について多くのことを知り

ました．本当に多くのことが役立ちました．

• 日本人学生と街ツアーをしたのがとても楽し

かったです．

• 街ツアーが楽しかったです．

　

今後含めた方がいい内容については，6ヶ月の学生

生活を経て様々なものが挙げられた：

• 寮やキャンパスのことをもっと扱うべきだと思

います．例えば，印刷の仕方，図書館での本の借

り方などです．また，初めのうちは寮で家電を操

作するのが難しかったです．日本語で表記されて

いて，電子レンジや洗濯機の使い方が分かりませ

んでした．

• アルバイト，部活動やサークル

• 初めて保険証（国民）を発行するときに付いて

きてほしいです．自転車を買える場所も教えてほ

しいです．

• 銀行の口座を作るときにサポートがあるとよい

と思います．

• 道に迷ったときや品物を探しているときに知識

が必要になるので，日本語での指示や数え方を含

めるとよいと思います．

• 日本の保険制度について

• 買い物や病院のことについての内容を充実させ

て欲しい．

• 日本のウェブサイト上での買い物について

終了直後のアンケートでの回答と比べると，日本文

化に関してもっと知りたいといったニーズと日本語を

もっと体系的に学びたいという声はここではもう含ま

れていない． 1 学期大学生活を送る中で文化について

学ぶ機会を得られたのではないかと考えられる．また

日本語学習についても，カリキュラムの中で体系的に

日本語を学ぶ機会が提供されているので，それでカ

バーされたのだと思われる．その一方で， 1 学期を終

えて気づいた最初に知っておきたかったこともあった

ようで，寮やキャンパスの詳細な情報，アルバイトや

部活・サークル，銀行口座の開設，保険制度，買い物

のことなど，留学生を対象に実施した聞き取り調査と

類似した内容が挙げられている．前述の通り，これら

に関しては既に学内で支援が提供されているものも多

く，いかに既存の支援を広報していくかも大きな鍵で

あると言える．

7 ．まとめ
7.1　サバイバル日本語講座2017の実施を振り

返って
2017年度の実施でも国際学士コースの参加者から，

終了直後も一学期学生生活を送った後も，サバイバル

日本語講座に対して非常に高い満足度を得ることがで

きた．

終了直後， 1 学期後の両方のアンケートから，この

サバイバル日本語を通して，同じプログラムの参加者

や，他の留学生，日本人学生と親交を深めることがで

きたことが非常に大きな意味をもったようである．こ

れは，2016年度に実施した留学生生活実態調査の結果

と重なる部分がある．留学生の多くが他の学生，特に

日本人学生とのつながりを強く求めているということ

である．また既に述べたように，学生支援の面でも，

非常に意味をもつ．大学などの機関が提供できる支援

にはやはり限界があり，留学生一人一人のニーズに合

わせた支援を行なっていくことは難しい．しかし，日

本での生活に慣れた友人がいれば，彼らから支援を受

けることが可能である．こういったピアサポートが可

能になる環境づくりも，本講座の意義の 1 つかもしれ

ない．

扱った内容に関しては，それぞれの項目に対して

様々な意見があるが，全体的に評価は高い．災害や緊

急時に関する内容は，直後のアンケートでは評価は高

いものの， 1 学期を終えた後ではその評価は下がって

いる．それは，習得した知識を使う機会がなかったと

いう喜ぶべき状況であり，やはり来日直後に知ってお

くべき情報や習得しておくべき日本語の語彙・表現で

あることは確かである．買い物や街ツアーに関する評

価は，直後も 1 学期後も高い．日常生活で不可欠なも

のであり，そういった情報を来日直後に得られたとい
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うことは，参加者にとって非常に役に立つことであっ

たようだ．

キャンパスツアーに関しては，実施方法が参加者の

ニーズを満たす形になっていなかったようだ．大学生

活で重要な場所を回るだけではなく，そこの使い方や

どんな支援が受けられるかなど，詳細な情報も合わせ

て提供していく必要がある．

最後に，周知や広報の方法に関しては，全体的な見

直しが必要である．まず，国際学士コースの方は，新

入生すべてに直接メールで告知することが可能という

こともあり，ほとんどの学生が出席して実施すること

ができたが，それ以外の学生に関しては，各部局を介

しての通知となり，間に様々なステップがあるため，

時間もかかり，確実に留学生まで情報が届いているの

か定かではない．留学生に直接情報が届くような手段

を考える必要がある．2016年度の留学生生活実態調査

によれば，半数の留学生が日常生活で日本語を使って

いるのにもかかわらず，半数以上の留学生の日本語が

初中級レベルに留まっており，90%の留学生が日本語

を履修したいと思っているのにもかかわらず，その半

数しか叶っていない現状を考えると，大きなニーズが

学内に存在することは推し量られる．合わせて，参加

した留学生ではなく，日本人学生と一緒にサポートし

てくれた在学中の留学生から，時期がよくないのでは

ないかという指摘があった．開催時期の問題も合わせ

て考える必要がある．

別の周知や広報の問題としては，既存の学内の留学

生支援に関しての情報が行き届いていないことであ

る．留学生に対する聞き取り調査の中で出てきたア

パート探しの支援やクラブ・サークル活動参加への支

援，各種保険や年金，マイナンバーに関する情報提供

などは，既に学内で支援が提供されていたり，情報提

供がなされていたりする．そういったことを留学生に

より効果的に情報発信していく必要性が垣間見られた．

7.2　2018年度の実施に向けての課題
2018年度の実施に向けて，再考する必要がある項目

は幾つかある．まず，他の留学生や日本人学生と関係

が築けるような活動や仕組みをより一層取り入れるこ

とである．既に述べたように来日して間もない留学生

のネットワークを広げることによってより層の厚い支

援が可能となる．

次に，キャンパスツアーの実施形態に関してである．

場所を紹介するだけではなく，その場所での使い方や

得られる支援についても詳しい情報提供をする必要が

ある．例えば，図書館の中のツアーと組み合わせて，

キャンパスツアーで図書館に立ち寄った際には図書館

のスタッフに図書館の使い方について詳しく説明して

もらったり，保健管理センターで中に入って使い方の

流れやセンターでのサービスの内容を紹介してもらっ

たりするとより充実した内容になると思われる．

そして周知や広報の仕方の工夫である．従来の方法

だけではなく，より直接的に新しく入学する留学生に

情報が届くような方法を考える必要がある．

最後に実施時期の検討である．国際学士コース用に

関しては，オリエンテーションの時期に入れ込んで実

施することで問題ないが，それ以外の学生にとってど

の時期だと参加しやすいのか，また告知が十分間に合

うのかについて検討する必要がある．
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注

1）  減災アクションカードゲームとは，本学のグローバ

ル安全学トップリーダー育成プログラムの大学院生

らが開発した防災・減災教育用教材である．詳細は

こちら（http://g-safety.tohoku.ac.jp/dmac/）を参照

されたい．
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